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論文内容要旨
 最近の研究はイギリスの労働市場条件(特に失業率)の地域間格差が是正されない理由を労働力の地
 域間移動率の低さに求めている。しかしそれは人口移動の流入と流出が相殺しあって粗移動の大部分が
 migrationtumover(人口入替移動)を生ずるにおわっているために,純移動が小さいのである。この研究
 はmigratlolltumoverの原因とプロセスを解明するために以下の分析をおこなった。
1
垂
 (工)年齢別純移動パターンとその変化
 人口移動流が同時に双方向に生じていることは,流入者と流出者が異なった動機にもとづいて移動し
 ていると考えられる。年齢別の純移動を分析すると5つの異なる人口移動パターンが特定でき,それらは
 個人/世帯のライフサイクルに呼応する。たとえば,青年は都市的地域に移動し,中年以一.1二は田園地域
 に移動しているという年齢別納移動パターンはそれぞれ就職と持家取得や退職に関係している。このよ
 うに,migrationtumoverの一部は世帯のライフサイクルの各ステージにあわせて世帯が地域間を移り住む
 circ“ation(人口循環)の機能をもっていることがわかる。
 ところで,この年齢選択的な人口移動のために年齢の空間的分布に偏りが生じる。、そして青年人口が
 集中している都市部では(粗)出生率が高く,高齢者の集中する田園地域では(粗)死亡率が高い。全
 体の純移動は反都市化として知られるとおり大都市地域から田園地域へと生じており,純移動はちょう
 ど人口の自然増加の地域問格差を相殺するように生じている。労働供給を空間的に移転すると期待され
 ている人口移動はむしろ地域の人口を一定に保つように機能しているのである。
 ただし,ノ(部分がmlgratiOmumoverにおわる人口移動も生態学的な理由からのみで生じるわけではない。
 移動率はどの年齢階級についても景気変動の影響を受け周期的に変動する。!990年代初頭の不景気時に
 は移動率の縮小により社会増加と自然増加のバランスが崩れロンドンをはじめとする大都市部で人口再
 獲得が生じたのは,ロンドン大都市圏がもっとも不況の影響をこうむったという事実と照らし合わせる
 と皮肉なことであった。これは不況により世帯のライフサイクルに伴うcirculatiollがスムーズにおこなわ
 れなくなり,ノく都市部に若い世帯が滞留したため,と解釈できる。
 (2)景気変動に対する移動率の周期的変動の分析
 さまざまな社会経済属性グループの移動率の短期的変動を比較することにより,どの属性を持った人
 口の移動がもっとも景気変動の影響を受けやすいかを特定することができる、、これにより景気変動のど
 の要素がもっとも移動率を決定しているかを知ることができる。1985-1998年間のイギリスの地域間移
 動を調べたところ,持家居住μ1∫帯の移動率がもっとも著しく変動することがわかった。移動率の周期的
 変動は従来,人的資本理論にもとづき労働市場条件の変化よって説明されることが多かったが対象期間
 のイギリスの事例については住宅市場の変動がより大きく移動率に影響していることがわかった.
 一方,転職者の地域問移動の周期的変化は有意に小さく,これは住宅市場などの影響をコントロール
 せずに得られた結果であることから,不況期の職探しの空間的範囲はむしろ広がるのではないかと推察
 される。もっとも,不景気時には転職者自体の数が減少するため転職人口移動総数は減少する。地域労
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 働市場の調整能力の低下は労働力移動よりも労働市場メカニズムそのものに求められるべきであろう。
 (3)地域住宅価格と地域間人口移動の相互依存性の分析
 以上の経験的観察をふまえ,地域住宅価格と地域間人口移動が相互依存する同時方程式モデルを構築
 した。このモデルではmlgrationtumoverのプロセスとして人口粗流入は住宅価格を上げ人口粗流出は住宅
 価格を下げると同時に,住宅価格上昇は人口流出を促し住宅価格下落は人口流入を促す,という相互依
 存を考える。人口流入によって住宅価格が上昇すると人口流出がおこる(その逆もまた然り)というこ
 とから,人口流入と人口流出の地域住宅価格を介した間接的な因果関係が成立する。地域問人口移動が
 地域住宅価格に重要な影響を与えると考える根拠は,厳しい土地利用政策のためだけではなく住宅の耐
 久性のため住宅供給は著しく非弾力的であり,住宅ストックの空間分布がほぼ固定していることである。
 また,持家率が高く公的賃貸住宅の多いイギリスでは地域間移動の際に住宅取引を伴う場合が多く,し
 たがって賃貸料ではなく住宅価格が人口移動に直接的に影響すると考える。検証により,人口移動と住
 宅価格の相互依存が確認され,mlgrationtumoverの約5分の!がこの相互依存性に起因することがわかっ
 た。
き
 Migrationtumoverの根本的原因(粗移動が十分に大きいにもかかわらず純移動が最小限にしか生じない
 理由)は住宅ストックの空間的分布が固定していることに求められる。そしてそのプロセスとして地域
 住宅価格と地域間移動の相互依存関係がある。年齢別移動パターンの分析からは世帯のライフサイクル
 に伴ったcirculationがmigrationtumoverの原因のようにも見えたが,むしろこれはmigrationtumoverの機能
 と考えるのが妥当ではなかろうか。上述の経済的プロセスが世帯のライフサイクルに伴った空間的移動
 を規定している。そして多様な理由によって世帯が移動することによりcircula重lonが実現すると住宅スト
 ックの空間的分布が固定しつづけることが可能になる,というように構造的に理解することができる。
 以上の結果は新古典派経済学の用語をもちいれば,イギリスの労働力移動は地域住宅市場条件と地域
 労働力市場条件が互いに補償する補償変差均衡compensatingvarlattonsequilibrlumの状態にあるために純移
 動が生じないと簡単にまとめることができるかもしれない。しかしこの表現では,migrationtumoverのも
 つ選択的人口移動の側面を見過ごしてしまう。Migrationtumoverは住宅市場条件や労働市場条件の地域間
 格差によって人口分布を変えることなく適した世帯を適した地域に配分する機能をもつ。たとえば,ロ
 ンドン大都市圏からの高齢者の移動は,雇用を必要としなくなった退職者が雇用機会の少ない田園地帯
 に移動することにより,雇用を必要とする青年の流入を可能にするのである。また労働力の多様性を考
 慮すれば,migratlontumoverは労働需給の空間的・質的ミスマッチを減少させることができるし,生産的
 な労働力を生産性を必要とする仕事(のある地域)にマッチさせることができる。純移動を伴わない労
 働力移動でも労働力と仕事をよりょくマッチさせることができるのである。ただし,この選択的な人口
 移動によって生じる結果は地域問格差の解消ではなく,むしろ格差の維持ないしは拡大である。これが
 地域問題であるかどうかは世帯が移動できるということを前提として地域問題の定義を考え直す必要が
 ある。そしてmigratiolltumoverの機能を最大限に利用するならば,住宅取引コストの低減を目指した住宅
 政策を編み出さなければならない。それぞれの地域が供給する利益を享受できる肚帯数はその地域の住
 宅ストックによって決められてしまう。この限られた機会を入替により多くの世帯が享受できるように
 するには流動性を容易にする条件を整えなければならない。
多
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 論文審査の結果の要旨
 磯田弦提出の論文は近年のイギリスにおける地域間人口移動を特徴づける相互的移動は住民のライフ
 サイクル・住宅所有の有無等と住宅供給との連関をベースにした人口入替移動であることを人口移動統
 計と数理的モデルを使って実証したものである。
 主な成果を要約すると次の通りである。
 ①イギリスの地域間人口移動は全体的には依然として大都市地域から田園地域への移動に特徴づけら
 れる反都市化の動きにあるが,年齢階級別地域間人口移動の分析から,青年層は大都市地域への純移動
 を示し,反都市化の傾向を形成しているのが主に中高年者の田園地域への純移動であることを確認した。
 このことが,大都市地域に人口の再生産年齢人口の集中をもたらし,大都市圏で相対的に大きな自然増
 をもたらす要因になっている。そのため,1980年代末の経済不況時にロンドン大都市圏が不況の影響を
 最も受けたにもかかわらず,人口増加をみた理由は不景気による人口流出の減少と自然増に求められる。
 ②さらに地域問人口移動に影響する次元として,住宅所有の有無があるとして,1985-98年における居
 住住宅の種類別移動率を分析することで,持家世帯の移動率が景気変動に最も反応することを確認した。
 その理由として,景気後退による住宅価格の低下は持家世帯に対して住宅の買換えを手控えさせる働き
 をし,好景気には逆に住宅の買換えを促すためであると指摘した。さらに,住宅供給の大部分が買換え
 による空家の発生に依存するイギリスでは,持家世帯の行動が住宅供給量を規定するところが大きく,
 そのことが地域間人口移動を規制する要因になっていることを実証した。
 以上,磯田論文は,従来賃金格差・雇用機会の地域差などの均衡化を基礎にした労働力移動モデルに
 よって説明できなかったイギリスの地域間人口移動に関して新たな知見を提示した点で高く評価できる。
 このことは著者が自立して研究活動を行うに必要な高度な研究能力と学識を有することを示している。
 したがって,磯田弦提出の論文は,博士(理学)の学位論文として合格と認める。
{
{
 一295一
人
